
 情報ぎゃらりー 第２１号 １ 

 

 

２１ 

情報ギャラリー第２１号 
発行日 ２００３年２月２１日 
編 集 グループ“わ”広報部 
発行者 久保 雅一 
発行元 神戸市シルバーカレッジ 
    社会還元センターグループ“わ” 
    TEL（078）743-8101 
    FAX（078）743-8103 

 

どうなる､どうする これからの“わ” 
３月上旬に説明会

 

ＮＰＯへの途（みち） 
 これまで２回にわたってＮＰＯ法

人資格取得の作業をお伝えして参り

ました。申請に必要な書類の作成は

認可の見通しが立った状況で中断さ

れています。 

 これが初めてのグループ結成なら

このまま申請書類を提出して認可を

待つということになるのですが、私

たちは既に“わ”というグループを

結成しており、会の規約も持ってい

ます。“わ”全体がＮＰＯ法人資格

を取得するということは、形式的に

今の“わ”を解散することになり、

それには総会の議決が必要です。と

ころがＮＰＯへの移行の有無に関わ

らず、“わ”そのものの存続に関わ

る財政上の問題が浮上してきたた

め、ＮＰＯ法人資格取得作業は現在

留保状態で止まっています。 

 グループ“わ”は昨年７月に創立

５周年を迎えました。５年前に今の

“わ”の発足を踏み切らせる大きな

原動力となったのが、創立１００周

年を迎えた川崎重工業株式会社から

神戸市に寄付された「高齢者の生き

甲斐対策と福祉推進のための基金」

１億円でした。この寄付金は（財）

こうべ市民福祉振興協会に預託さ

れ、川重シルバー活動基金として運

用され、その運用益が“わ”の活動

を支える大きな基盤になっていまし

た。しかし発足当初３００名だった

会員がいまは１０００人に達するほ

どになり、また当初は十分と思われ

た基金の運用益も昨今の超低金利の

もとではゼロに近い額にしかなりま

せん。さらに発足より“わ”の自

立、育成のために行われたカレッジ

の援けも市財政の窮乏に伴って発足

５年を契機に整理縮小されつつあり

ます。 

 このような“わ”の財政基盤の変

動傾向は平成１４年度の初めにも予

見されており、昨年５月の総会にお

ける久保代表の年度方針表明でも見

直しが述べられました。そして緊急

的な措置として、月例企画会議や運

営会議の参加費（活動費）５００円

の支給を停止しました。会員のボラ

ンティア活動に対する活動費の廃止

も検討されましたが、いきなりの廃

止はさまざまな不都合があることが

指摘され、これについては平成１４

年度は従来どおりの運用をしており

ます。 

 財政的に外部に依存しない自立し

た運営が求められる平成１５年度以

降も継続して“わ”を維持していく

ためにはどうあるべきか、本年初頭

より定例、臨時の運営委員会で検討

 

を重ねた結果、次の３つの大綱が採

択されました： 

１．平成１５年度より会費を徴収す

る、 

２．活動費は原則として全廃する、 

３．ボランティア保険は“わ”で全 

  員加入する。 

 １項は現行の“わ”の規約にも触

れる事項で、最終決定は総会に俟た

なければなりません。２項は従来の

助成金の大きな使途費目でした。３

項は財政緊縮には直接関係ないよう

に見えますが、これは従来カレッジ

在校生ボランティアと一緒に付保さ

れていましたが、今後はなくなりま

す。会員の活動に漏れなく付保する

ことは当然のこととして、保険は必

要ということで基本方針に入れられ

ました。当然“わ”の定常的な支出

項目になります。 

 紙面では詳しいことを記す余地が

ありませんが、会費案、概算収支予

想など詳しいことを会員の皆さまに

説明する会を３月上旬に開く予定で

す。追って皆さまには郵便でご案内

することにしております。説明をお

聞き頂いた上で、５月の総会で決議

することになりますので、ご都合の

つく限り説明会へおいでください。 

 

グループ“わ”のホームページ 
 私たちの活動・存在を広く知って

頂くため、グループ“わ”のホーム

ページを立ち上げようと模索してお

りましたが、昨年暮れに（財）こう

べ市民福祉振興協会（しあわせの

村）がアクティブなシニアのための

やる気応援サイト「神戸シニアサイ

ト」を作るに当たって“わ”と連動

してはという提案があり、現在その

線に沿って制作を進めております。

まだ試作の段階ですが、現在できて

いるページは 
http://www.wa-net.jp/sample/  で
ご覧になれます。 

 サイトには会員作品コーナーを設

け月替りでページを飾って行こうと

考えております。 

 最初は絵画、写真、川柳からスタ

ートします。これはと思う作品があ

れば事務局までお寄せください。 

 また４月から正式にスタートする

予定ですが、広報部ＨＰ小グループ

を作って今後の運営に当たって行き

たいと考えています。日本や世界に

向けての発信で、やりがいのある仕

事だと思います。ホームページに関

心のある方は是非参加してくださ

い。ご希望の方は事務局(743-8101)

か、group-wa@portnet.ne.jp まで 

ご連絡ください。(広報部) 
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真愛ホームの感謝会に参加 

生５－中 杉野 好一

今年度の標記ボランティア感謝会
が１月２６日（日）にあり、各ボラ
ンティアの方々や職員の方を含め総
勢４１名が参集して、四国阿波へ 
 


の小旅行を楽しんだ。グループ
“わ”からは１６人が加わり、私は
始めての参加であった。 
三宮を午前９時前にスタートした
観光バスは僅か１時間３０分余りで
第一の目的地である徳島県の鳴門市
に到着した。 
駐車場を挟んで左側に昨年３月開
館の賀川豊彦記念館、右側に階段が
あり、それを登ってゆくと１９９３
年に建替えられた洋風の鳴門市ドイ
ツ館があった。２班に分かれて約２
時間近くかけて見学した。先ず豊彦
館は木造２階建てで、新しい木の香
りにつつまれていた。一般説明を受
けた後、館内を見学した。鳴門の誇
る賀川豊彦の生い立ちとキリスト教
社会運動家としての生涯を通じての
諸活動の有様が克明に展示されてい
た。彼の社会運動の実践家としての
功績に感銘をうけた。同郷の大宅壮
一は彼を近代日本のコンダクターと
讃えていた。神戸とも縁が深く、神
戸で生まれ、神戸神学校(現在の関学
大の前身)で学び、神戸新川での布教
活動や生活協同組合(灘生協に関連)

の発展にも生涯を掛けた人である。 
次にドイツ館に入ると床も階段も
ドイツ産の大理石で明るく輝いてい
た。第一次世界大戦に敗れた青島(中
国山東半島)のドイツ兵捕虜５千人の
内千人が１９１７～２０年の３年間
をここ坂東捕虜収容所で過ごした。
その頃のドイツ兵の暮らしぶりや地
元の人達との交流の様子を模型や人

形を巧みに使って楽しく分りやすく
展示してあった。また、進んだドイ
ツの技術や文化を俘虜を通じて受け
入れて日常も「ドイツさん」の愛称
で親しんだとのこと。この地が日本
で最初にベートーヴェンの第九が全
曲演奏されたところとは私は知らな
かった。現在鳴門市とドイツリュー
ネブルク市は姉妹都市であり、今も
国際交流が続いている。 
 昼食は「阿波の里」(徳島県指定観
光ステーション)の大正時代の雰囲気
漂う本館で頂いた。食事を囲んで職
員や各ボランティアの紹介もあり和
気藹々のうちに相互の歓談と交歓は
進んでいった。 
 帰路もバスは順調に走ってくれて
予定より早く三宮に着き自由解散と
なった。今回は賀川豊彦の偉大な足
跡を偲びつつもボランティアの原点
を探るような思い出多き旅だったよ
うに私には思えた。◆ 

ぎ 
 

▲賀川豊彦記念館前、前列右から２人目が筆者 
▼ドイツ館前 

ボランテｲア保険のお知らせ 
ボランテｲア保険の有効期限が３月末で失効となります。１５年度分の加入
については会員の皆様方にご案内をしますが、継続される方は必ず申し込
み期限までに、忘れずにお返事をくださるようお願いします。保険はボラ
ンテｲアを行う場合万一の事故の保証です。必ず加入してください。 

（事務局）
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親子であつまれ 
自然あそび塾自然あそび塾自然あそび塾自然あそび塾    

   園５－環 田波 久紀夫 

 紅葉の時期も過ぎた昨年１１月３
０日(土)は、やや肌寒い日であった
が、広報こうべの募集に応募した１
６家族（低学年小学生２７名、大人
１６名）４３名の参加者があり、に
ぎやかなイベントになった。 
 ドングリの勉強を創作紙芝居で行
った後、テントキャンプ場までの約
１．５ｋｍを樹木や野鳥の観察指導
とクイズをビオトープの会の方々が
主体となって行い、昼食のキャンプ
場では銀の匙会（食文化５期生）の
方々が温かいキノコ汁を作って待っ
ていた。到着した子供達が一人ず
つ、事前に用意した具のキノコを鍋
に入れて、キノコ汁の出来上り。 
 また、観察の途中で採取したササ
でササ茶を作り、キャンプファイヤ
ーを囲んで美味しく楽しい昼食であ
った。特にキノコ汁とササ茶は大好
評で、アッという間に無くなった。 
 キヤンプファイヤーでは焼イモも
作ったが子供達は大喜びで、歓声を
あげていた。 
 食後はドングリで動物やコマを作
り、ドングリの歌を歌った。午後は
ビオトープの所まで戻り、ビオトー
プの会の方々に準備していただい
た、根の出たドングリを全員がビオ
トープの周りに植え、屋外での行事

親子であつまれ 

ケフナ紙すき塾ケフナ紙すき塾ケフナ紙すき塾ケフナ紙すき塾    

生６－環 佐藤 昭三

 ケフナ紙すきの塾を開催し、１２
組２４名の親子が集まった。当日は
午前中まず我々が子供さん向けに創
作した「ケフナとはどんな植物か、
どんな働きをするのか、どのように
利用できるのか等」がわかる紙芝居
を行い、ケフナを親子で知って貰っ
てから、ケフナ紙すき（１人当り

２、３枚の葉書作り）を行った。 
 午後は作ったケフナ葉書に好きな
絵を書いて貰い、最後に作品や感想
を自由に発表してもらった。親子の
皆さんから「きょうはケフナの勉強
もでき、親子での紙すきは大変よか
った」と好評を得た。また本塾は
我々シルバーエイジと、親子さんと
の３世代のふれ合い場ができ、我々
にとっても有意義な１日であり、楽
しかった。来年も続けたいと考えて
いる。◆   

は無事終了した。 
 一日を振り返って、子供達の感想
の主なものは 
●何か新しい事がわかりましたか？ 
しあわせの村にはこんなに多くの
種類の樹木が植えてあるとは知ら

なかった。 
ドングリのできる樹木がこんなに
たくさんあることを知りました。 

●楽しかったことがありましたか？ 
ドングリを植えたこと、芽が出る
のを楽しみに、またここに来よう
と思った。 
キノコ汁、焼いも、ササ茶がトテ
モ美味しかった。 

などであった。 
開催までの準備は大変だったが、
多くの方々の協力を得て、初の試み
のイベントが成功したことは本当に
良かった。これから計画する行事の
励みにもなりスタッフ一同喜んでい
る。ただ、当日のスタッフ人数が少
し多すぎたのは今後の反省点であっ
た。それはさておき、ご協力頂いた
環境部会やその他の皆さん本当にあ
りがとうございました。これからも
このようなイベントを定期的に行い
ますので、その節はよろしくお願い
致します。◆ 

▼解説を聞くと見慣れた道も発見がいっぱいだ 
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ベトナムの旧正月 
国６－国 黒田 宏

 私が疎開していた田舎でも正月は
旧暦を採用していた。 
ことしは２月２日が旧暦の元旦
で、ベトナム人は<テト>と称し、須
磨にある外国人学校の１つマリス
ト・ブラザースの食堂でお祝いをし
た。やはり正月はどこの国でも同じ
で、大人は過去は過去として新しい
年に向かって希望を膨らます機会と

なり、子供にとっては、疎開先の私
もそうであったが、美味しい物が食
べられる（ベトナムの子供にお年玉
の楽しみがあるか否かは知らない）
喜びが満ち溢れていた。 
 初めて<ＴＥＴ>（スペルはベトナ
ム人に教えて貰った）と言うベトナ
ム人の正月を見たが、とにかく盛況
で、司会のマイクの声を掻き消すほ
どの大変な賑わいであった。最近は
日本に滞在している男性が本国へ帰
って結婚すべく女性を連れて帰って
きていると言う話も聞いた。 
 グループ“わ”から出演したマジ

ックの鮮やかな手さばきに皆が拍手
喝采を送った。子供たちはそのマジ
ックを嬉々として、また不思議そう
に眺めていた。昨年はうしろから見
た子供が種明かしをしてしまった、
と言う和やかな話も聞いた。 
グループ“わ”の出演は１３時か
らと聞いていたので１２時半頃には
到着していたのだが、プログラムの
関係で「南京玉簾」と「腹話術」は
すでに終っており、見物できなかっ
たのは残念であった。◆ 
 
 

      入会資格：満60歳以上の神戸市民の方で公的年金受給者または受給資格者とその配偶者。 
        年度会費：1,500 円 (平成15年4月1日～平成16年3月31日) 
        入会方法：下記の友の会事務局にお電話でご連絡下さい。入会案内、会費振込用紙などを送付いたします。 
        申込受付： 平成15年3月1日より 

［１］［１］［１］［１］友の会だより「しらぎく」の発行 ［２］［２］［２］［２］観劇会（有料） ［３］［３］［３］［３］いもほり大会（有料） 
［４］［４］［４］［４］各種利用割引 
①しあわせの村温泉健康センター入浴料 (10%引 ) ②しあわせの村宿泊館・たんぽぽの家・
野外活動センターあおぞら宿泊料(10%引) ③天然ラジウム温泉太山寺「なでしこの湯」入浴料 
(10%引)・宿泊料(10%引)   ④有馬ビューホテル別館日帰り温泉入浴料(400円引) 
⑤舞子ビラ宿泊料(10%引) ⑥神戸文化ホール・神戸市演奏協会自主公演(10%引)  ⑦六甲 
有馬ロープウェー、新神戸ロープウェー、まやケーブル、ロープウェー各利用料(20%引) 
⑧市内映画館(高齢者並料金)  ⑨提携ボウリング場のボウリング料金(1ゲームにつき通常 
料金から 50円引) ⑩提携旅行社のパック旅行(指定コース 3%引) 
  ＊事情により変更する場合があります。詳しくは会員証送付の際にお知らせします。 
［５］［５］［５］［５］趣味の教室(会員による自主運営)「染のフラワー教室」「はり絵教室」「俳句教室」 
 「日本画教室」を会員が催しています。 
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 親子であつまれ 

主主主主    催催催催        神戸市シルバーカレッジ神戸市シルバーカレッジ神戸市シルバーカレッジ神戸市シルバーカレッジ    社会還元センター社会還元センター社会還元センター社会還元センター    グループ“わ”グループ“わ”グループ“わ”グループ“わ”    
                        お問合せはお問合せはお問合せはお問合せは    ℡℡℡℡. 743. 743. 743. 743ーーーー8101810181018101（火・金のみ在室）（火・金のみ在室）（火・金のみ在室）（火・金のみ在室）    
    

                                            この催しはこの催しはこの催しはこの催しは ( ( ( (財財財財))))長寿社会開発センターの助成金でおこないます長寿社会開発センターの助成金でおこないます長寿社会開発センターの助成金でおこないます長寿社会開発センターの助成金でおこないます 

ーきっとあるよーきっとあるよーきっとあるよーきっとあるよ    たのしいあそびがーたのしいあそびがーたのしいあそびがーたのしいあそびがー 

 
日日日日    時時時時 2003200320032003年年年年 3333月月月月 9999日日日日((((日日日日))))        
                                    午後午後午後午後 1111時～時～時～時～3333時時時時
 
場場場場    所所所所 神戸市シ神戸市シ神戸市シ神戸市シルバーカレッジルバーカレッジルバーカレッジルバーカレッジ 
                （北区（北区（北区（北区    しあわせの村しあわせの村しあわせの村しあわせの村内内内内））））
 
★★★★ 昔あそび昔あそび昔あそび昔あそびのののの内容内容内容内容     ★★★★ カレーカレーカレーカレー 
  １．お手玉      一  皿 
  ２．マジック    ３００円３００円３００円３００円 
  ３．紙しばい    ((((先着先着先着先着 100100100100 皿皿皿皿))))

           
 ★★★★ 参加費は無料です。 
      ご自由にご参加ください。 

ー自然を観察して春を食べようー 

 
日日日日    時時時時 2003200320032003年年年年 3333月月月月 15151515日日日日((((土土土土))))    
                    午前午前午前午前 10101010時～午後時～午後時～午後時～午後 3333時時時時    
    
場場場場    所所所所    しあわせの村しあわせの村しあわせの村しあわせの村                    
                    ●●●●野外活動センター「あおぞら」野外活動センター「あおぞら」野外活動センター「あおぞら」野外活動センター「あおぞら」
                    ●●●●テントキャンプ場テントキャンプ場テントキャンプ場テントキャンプ場    
    
    春の草には春の草には春の草には春の草には    食べられるものが食べられるものが食べられるものが食べられるものが    
                                            いつぱいあるよいつぱいあるよいつぱいあるよいつぱいあるよ    
    みんなで観察しながらみんなで観察しながらみんなで観察しながらみんなで観察しながら    
                                        さがしましょうさがしましょうさがしましょうさがしましょう    
    どんな野草が食べられるのかな？どんな野草が食べられるのかな？どんな野草が食べられるのかな？どんな野草が食べられるのかな？    
                                        どんな料理にしてどんな料理にしてどんな料理にしてどんな料理にして        
    食べるかは当日のお楽しみ食べるかは当日のお楽しみ食べるかは当日のお楽しみ食べるかは当日のお楽しみ    
    

                                                                                                
★★★★    FAXFAXFAXFAX でお申込ください。でお申込ください。でお申込ください。でお申込ください。    

                        ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ 078 078 078 078----743743743743----8103810381038103    

対対対対    象：小学生と保護者象：小学生と保護者象：小学生と保護者象：小学生と保護者 
費費費費    用：無用：無用：無用：無    料料料料 
定定定定    員：２５名（先着順）員：２５名（先着順）員：２５名（先着順）員：２５名（先着順）

  ４．竹うま 
  ５．竹とんぼ 
 ６．紙ひこうき 
 ７．こままわし 
  ８．あやとり 
 ９．折り紙 
１０．折り染め 
１１．まりつき 
 

 餅つきもするよ 
草もち作るよ 
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教育応援団 

福３－兵 山中 敏夫

 ことしの１．１７行事に私の校区

内の湊川中学から、震災当時の体験

とその後のボランティア活動につい

て話をしてほしいとの依頼を受けま

した。当日は私の主宰する会下山ラ

ジオ体操会の例年続けている５時４

６分の追悼行事に引きついで、８時

２０分から朝礼と校長先生の訓話の

後、講堂に集まった約４００人の生

徒に５時４６分の瞬間の体験と、湊

川中学における避難生活の状況、そ

してその後のボランティア活動につ

いて約４０分の話をしました。今の

中学３年生は、当時小学１年生で、

記憶はあるものの詳しいことはよく

わかっていないので、皆肯いて静か

に聞いて貰いました。ただ悲惨な状

況、恐怖を与える話はフラッシュバ

ックを引き起こすのでやめてほしい

前もって注意を受けました。 

 話の後で校長先生から「今日の少

子高齢、核家族社会の進行する中

で、３世代はもちろん、親子２世

代、兄弟姉妹、地域での子供集団の

ふれあいが希薄になっている。加え

て父親の仕事、母親の有職化等によ

る家族のすれ違い生活の恒常化、離

婚の増加等々で生じている子供たち

の個の生活化があり、家庭教育の消

滅、肉親愛の枯渇による情操、常

識、道徳の低下、さらに非行化への

芽が育ちつつあることに対する教育

関係者の危機感が深まりつつある。

このようなとき、学校教育だけでは

なし得ない、より深くより広い知識

や情操を養い、鍛えていくために、

地域の方々の力を借りたい。ついて

は本校の教育応援団を結成したいの

で、協力、参加を頂きたい」との要

請を受けました。 

 大変時宜を得た良い企画であるの

で、即応諾、登録しました。その具

体的な活動は、 

・地域の歴史（地理、伝説） 

・震災当時の状況 

・健康について 

・家族について 

・仕事（職業）について 

・人権、思いやりについて 

・人生体験について 

・趣味について 

・元気の出る話 

等々について「総合的な学習の時

間」の時間割の中でボランティアと

して参加すること、学校の各種行事

や、授業参観に参加すること、年１

回全登録者の総会を開いて、１年間

の報告と次年度の企画に対して検討

することなどです。 

 この企画は、すでに兵庫県の「ト

ライアル・ウィーク」や、一部地域

で実施されています。震災後、学校

が地域コミュニティのセンター的役

割を担う必要が論議され、すでに地

域の防災センターとして始動してい

ます。またＮＨＫの「ようこそ先

輩、課外授業」による効果も高く評

価されています。この試みは追々と

拡がって行くのではないかと思いま

す。 

 このような要請があったときは、

“わ”に結集する私たちにとって最

も相応しい出番ではないかと思いま

す。◆ 

 

 

朗読ボランティアのお願い 

芦屋で朗読ボランティアをしておりました「小槌の会」がこの７月で解

散します。それまでの一部を請合って朗読とダビング、発送をすること

になり、５、６名で活動をすることになりますが、テープ３００本をダ

ビングしなくてはなりません。活動場所は明石コープセンターか、垂水

区の神陵台になるかと思いますが、時間がある方のご協力をお願いいた

します。問合せ先：７８２－５５６５ 長谷川 文子（音６－い） 
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が盛り上がりました。その間に杉原
さん（福祉３）によるマジックのパ
フォーマンスあり、またビンゴゲー
ムで全員に景品が渡る趣向などもあ
り、楽しいひと時を過ごしました。 
 締めくくりは宮城さん（音文２）
の発声で全員「大きな古時計」など
の大合唱でなごりを惜しみながらの
散会となりました。 

 恒例の新年懇親会が２００３年１
月１５日に１期生から、今春卒業の
７期生まで４８名が参加して兵庫区
荒田地域福祉センターで賑やかに行
われました。開会にあたりパンジー
の会三島会長の新年挨拶があり、参
加者の自己紹介のあと井内さん(美工
１)の発声で乾杯、懇親会に入り楽し
い語らいと、笑い声で一気に雰囲気

ボアンティア報告ボアンティア報告ボアンティア報告ボアンティア報告    

兵庫福祉健康フェアに参加 
 「やさしさと思いやりのまち兵庫
の推進」のテーマで第５回ふれあい
兵庫“福祉・健康フェア”が兵庫区
役所の主催で２００２年１０月２６
日に開催されました。 
 毎回フェアのボランティアとして
参加している三島会長（福祉１）ほ
か１０名のパンジーの会メンバーは
定刻前に、会場のＪＲ兵庫駅南側キ
ャナルタウン本部テント前に集合し
たが、すでに店舗用のテントが整然
と張られ、それぞれ意匠をこらした
ディスプレイに、軽食調理の前準備
にと早ばやと取りかかっており、場
内全体に活気が満ちあふれていた。 
 定刻１１時に開会のアナウンスが
流れ、すでに場内にいた来場者はい
っせいにフリーマーケットでの品定
めに、またおでんなどの軽食を求め

て会場は一気に賑やかになった。 
 パンジーの会メンバーは場内警備
と、ステージ係の二手に分かれてお
手伝いを開始した。場内警備班は場
内整理と、ステージのプログラム入
りチラシの配布を終日行い、一方ス
テージ班は地元自冶会婦人方の日本
舞踊、勇壮な和太鼓など次々とプロ
グラムが進行するたびに、舞台の準
備と後片付けを時間に追われながら
繰返し、１６時まで汗を流した。 
 来場者は若年者から高齢者まで平
均的な来場者で大盛況であった。パ
ンジーの会メンバーにとってきょう
のお手伝いは年齢的に少しキツかっ
たが、参加した全員が来年もまた元
気でお手伝いできるのを、今から楽
しみにしている。 

活されている方々が、交流バザーを
通じて親睦と理解を深めるのを目的
に毎年開催されてきました。 
 今回は神戸市シルバーカレッジ卒
業以来、毎週欠かさずこの地域でボ
ランティア活動を続けておられる宮
城さん（音文２）の呼びかけでパン
ジーの会メンバー数名がお手伝いに
参加することになりました。 

 お手伝いは飲み物コーナーの販売
をセンターの利用者とパンジーのメ
ンバーがペアになって行いました。
開店直後、大声での呼込みにも売行
きは低調で少々心配しましたが、気
温の上昇にとともにに売上も勢いづ
きほっと一息つきました。 
 午後はそれぞれペアになったセン
ターの利用者と食事を共にしたり、
バザーで買物を楽しんだり充実した
時間を過ごしました。定刻午後２時
に終了の合図があり後片付けを始め
ましたが、受持ちの飲み物を含め軽
食のたこ焼なども完売で一同やれや
れでした。センターの利用者の方々
は表情も明るく、気さくで、むしろ
パンジーのメンバーのほうがが楽し
く１日を過ごさせてもらったと云う
のが実感でした。 

    兵庫パンジーの会新年懇親会開催 

ボランティア報告ボランティア報告ボランティア報告ボランティア報告    

地域交流バザーのお手伝い 
 寒さがそろそろ身にしみる２００
２年１１月２３日第７回キャナル地
域交流バザーが「自立センターひょ
うご」で開かれました。ＪＲ兵庫駅
南側のキャナルタウンに位置する同
センターの利用者と、この地域で生
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ボランテイア体験記ボランテイア体験記ボランテイア体験記ボランテイア体験記 
滝谷ホーム滝谷ホーム滝谷ホーム滝谷ホーム 

国２－長 たなか よしお

 １月１４日２０：００から同１５
日８：００までの宿泊勤務である。
場所は市バス１５０系統「滝山町」
下車、歩いてすぐのところである。
（編注：１０ページの略図参照）標
高はどのくらいかわからないが、瀬
戸内海が眺められ、気温は平地に比
べて、若干低い。 
 午後２時から夜８時までは、賄い
の女性の方が一人で、明朝の食事の
準備までして夜９時前のバスで西鈴
蘭台まで帰られる。その後明朝８時
までは軽度身障者４人に夜勤者（筆
者）が加わって５人で過ごすことに
なる。 
 ４人中１人は正月に自宅へ帰って
そのまま休みであり、結局当夜は私
を加えて宿泊していたものは４人で
あった。 
 これは身障者の自立の訓練のため
に、新しくできた施設であると聞
く。居住者の年齢は３０才から５０
才くらいまでに自分には見えたが、
その中２人は、しあわせの村の作業
場へ、１人は東灘の公園墓地へ作業
に出かける。出勤は７時から８時ま
ででそれぞれ時間が違う。中に１
人、なかなか出てゆくのが億劫な人
がいるらしいが、この人はちょうど
今日が休みであった。 
 夕方は食事後で１人をのぞいて後
の２人は部屋にこもっていたので姿

を見せず、１人だけが机の前に座し
て９時過ぎまで起きていた。 
 朝は７時に出かける２人が自分と
一緒に朝食をしたが、それぞれあと
片づけをして流し台もきれいにして
出発した。１時間遅れで出発する１
人はその後１人で食事をして食堂に
掃除機をかけて出かけた。後は規則
通り戸じまりをして８時過ぎに私は
退場したが、総体に自分自身ですべ
てを片づけて、出て行くよういい習
慣をもっているように思われた。 
 グループ“わ”以外に学生アルバ
イトが交替にきているようで、それ
らの記録を見ると宿泊者同士が口争
いをしたこともあったらしいが、初
めてのことでそういうトラブルは私
にはわからなかった。しかししばら
くこの業務を続けるといろいろな人
間関係が見えてくるであろう。 
しかし基本的に彼らの自立を助ける
という目的は忘れてはならない。 
 場所は付近一帯に駐車場があって
民家がなく、特に夜間はいざという
ときには不便で用心が悪いというこ
とは、賄いにきておられる女性の方
も言っておられたが、これは確かに
そうであった。◆ 
 
 

“わ”“わ”“わ”“わ”相談役相談役相談役相談役中島洋吉さん中島洋吉さん中島洋吉さん中島洋吉さん    

神戸市環境功労賞を受賞神戸市環境功労賞を受賞神戸市環境功労賞を受賞神戸市環境功労賞を受賞 
 中島さんは、平成１０年３月にオ
ープンした垂水区恋人岬のビオトー
プの造成期より参加し、その管理組
織の立ち上げに努力され、シルバー
カレッジ在学中より福田川にかかわ
り、その成果を冊子「福田川を歩こ
う」に纏め、流域の小学校を中心に
その冊子を配布すると共に児童達に
自然の大切さを伝える等、長年の環
境保全および啓発活動が評価され、
その功績に対し、昨年１２月１４日
（土）垂水区レバンテホールで「神
戸エコ市民フェスタ」が行われた際
に、多くの市民が参加する中、矢田
神戸市長より神戸市環境功労賞が手
渡されました。◆ 
 

矢田神戸市長(右）と中島さん 

有馬湯殿館＆工房館ボランテｲア募集 
現在有馬湯殿館において、毎週金、土、日、祝にガイドボランティアをＡＭ１０：００～１６：００まで二人
で行っています（一人１０００円）。ローテーションを組み、月１回ぐらいの予定で行っています。 
４月に工房館（元保養所）がオープンの予定で工事が進んでいます。完成後、工房館も湯殿館と同じように二
人づつ、詰めるようになります。 
工房館は毎週土、日、月曜日３日間となります。 
現行のメンバーでは参加日の都合上無理が生じますのでボランティアをして頂ける方を募集しますので、ご参
加頂ける方は至急ご連絡ください。問合せ、連絡はグループ“わ”事務局大坪迄 078-743-8101 
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最近の活動から 
食５－文 辻 郁子

 少し前、久々に新聞のコラムで評
論家犬養道子氏の文に接しました。
厳しい評論かと読み始めたところ、
ご自身が介護を受けられた体験か
ら、誰にでも温かくお世話する日本
の若者に希望を持つという内容があ
り、ほっとしました。 
「人間同士は常に対等、憐れまれて
喜ぶ人はいない。」とも。 
 そして、幼いころの思い出として
次のようなことが述べられていまし
た。 
 年末になるとお母さんと一緒にお
みやげを持って近くの施設を訪れ
た。おみやげというのは、犬養さん
が大事にしていた人形やおもちゃ。
どうして…と思ったとき、お母さん
は「人の役に立ちたいと思うなら、
自分も少しは痛い目にあわないと」
と言われたそうです。 
 さて私たちはささやかなボランテ
ィアをさせて頂いています。人形劇
を通してのふれ合いは楽しいもので
す。自分も少しは痛い目に…。ウー
ン、そんな思いはあまりなく訪問し
ているなぁ。 
 そんなことを考えていたとき、こ
の前出会った学園の子供たちのこと
を思い出しました。学園の催しのお
誕生会に呼ばれたときのことです。
多動なお子さんが多いと聞いていた
のでどうなることやらと心配してい
ました。舞台裏に来たり、人形を持
って行ったりするのでは？ 
 行ってみると、子供たちの安全の

ために各部屋は引っかけの鍵がされ
ていました。なかなか大変だなぁと
思いましたが、入った途端、そこに
流れる温かい空気を感じました。先
生方もお誕生会に参加されている保
護者の方も皆明るいんです。 
 さぁ、お誕生会が始まりました。
なかなか静かになりません。思い思
いに動き回っています。でも園長先
生はじめ皆さんにこにこ。 
 続いて人形劇です。 
 おむすびころりん（わいわいがや
がや）。むかしむかし（わいわいが
やがや）。 
 ちゃんと聞こえたかなぁ。楽しん
で頂けかなぁ。そんな思いで帰りま
した。 
 その後しばらくして園長先生から
お手紙が届きました。明るさの源が
ありました。 
「子どもたちは、それぞれの楽しみ
方をしていました」 
 この言葉に感動しました。 
「みんな違って、みんないい」…近
ごろよく目にする金子みすゞさんの
詩の一節ですが、本当に私たちは違
いを認めて人を尊重しているでしょ
うか。ボランティアって学びの場だ
なぁとつくづく思います。 
 犬養氏の「自分も少しは痛い目に
…」という言葉にも深い意味がある
ようです。 
 人形劇を観せるではなく、観て頂
くという謙虚さを忘れず、これから
も仲間と共に温もりと優しさとユー
モアを届けていきたいと思います。 
 園長先生からお便りを頂いたのが
嬉しく、思わず書いてしまいまし
た。 

◆ 

ほたる座の皆様 
神戸市立のばら学園長 

三宅 芳宏 

人形劇公演について（お礼） 

 先日は、のばら学園誕生会におき
まして、楽しい人形劇をしていただ
き、ありがとうございました。 

 子どもたちは、引き込まれるよう
に集中して見ている子もいれば、人
形や舞台装置が気になって見にいっ
たり、落ち着いて見ることが出来な
い子もいましたが、それぞれの楽し
み方をしていました。普段、友達と
よくけんかしたり、走りまわる子
が、本当に真剣な表情で見入り、自
分から手拍子する場面も見られて、
職員はまた新しい発見をしました。
またある子は、劇を見た夕方、お母
さんに「おむすび作って」と頼ん
で、ヘルメットを穴に見立てて「お
むすびころりんすっとんとん」と楽
しそうに遊んでいたとの報告もあ
り、とても印象深かったようです。
一人ひとりの子どもたちの中に楽し
い場面や歌がきっと残っていること
と思います。 

 また、ほたる座のメンバーの方々
のはつらつとした姿に、子どもたち
だけでなく学園職員も元気をいただ
き、心暖まるひとときを持つことが
出来ました。 

 今後とも、よろしくお願い致しま
す。 

 楽しい公演を本当にありがとうご
ざいました。◆ 

よろしければどうぞ ア！」です。堀田力さんによる
「まず肩書きを外そう」から始ま
って高齢者福祉、リサイクルショ
ップ、観光ガイド、IT 技術など専
門性を生かした活動、海外日本語
ボランティアまで、さまざまな
NPO やボランティア団体の情報、
活動の様子が詳しくわかります。
お貸ししますので、事務所に立ち
寄られた際にお気軽にお声を掛け
てください。 

 シルバーカレッジで３年間学んだ
後ボランティア活動に励んでおられ
る“わ”の皆さまは、いまさら？と
思われるかも知れませんが、これま
でなんとなくやってきたけど、自分
のしていることの基本と意義をしっ
かり理解しようという人にぴったり
の本が事務局に１冊寄贈されまし
た。ボランティア情報研究会編 学
習研究社刊「熟年だからボランティ
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丹生山 
生４-北 廣川 幾雄

 神戸電鉄箕谷駅前から市バス衝原
行きに乗って丹生神社前で下車する
と、そこが丹生山の登山口である。
石の鳥居を過ぎ、真っ直ぐ行くと右
側に丹生宝庫がある。丹生神社の神
宝が納めてあるという。ここに山頂
まで２．８ｋｍの標識がある。やが
て道の左右に丁石（一丁ごとに距離
を示した標識）が立っている。廿四
丁から始まっているので数えながら
歩くと足がはかどる。十二丁のとこ
ろに地蔵様が祀られている。これを
左に曲がると表参道、真っ直ぐ行く
と裏参道である。裏参道の方がすこ
し楽なようであるが、あと１キロだ
から表から行こう。山頂に着くと
 

	ぞらえ、王城鎮護を願って山上に
山王日吉神社を祀った。中世には明
要寺は大いに栄え、多数の僧兵をか
かえ軍事上の一大拠点となってい
た。戦国時代には三木の別所氏と結
び、秀吉の三木城攻めに際しては大
いに抵抗した。花隈、再度山、谷
上、丹生山、三木という補給ルート
があったため、三木城はなかなか落
ちなかったといわれる。ついにしび
れを切らした秀吉は丹生山の焼き打
ちを命じ、１５７９年明要寺は消失
してしまう。数千の僧俗が焼殺され
たが、その時殺された稚児たちをの
ちに村人が葬ったのが稚児墓山であ
る。明要寺はのちに秀吉によって再
興されたが、明治の廃仏棄釈によっ
て廃絶され、日吉神社が丹生神社と
改められたという。
 

募集！ 滝谷ホーム 
お泊りボランティア 
 滝谷ホームは社会福祉法人新緑福
祉会が知的障害者生活援助事業の一
つとして開設しているグループホー
ムです。この施設で夜の８時から翌
朝８時まで宿泊するボランティアを
募っています。朝食と謝礼が支給さ
れます。場所は下のマップをご覧く
ださい。すでに“わ”から多くの方
が行っております。長田区の田中さ
んの体験記が８ページにありますか
ら参考にしてください。 
 応じてくださる方は“わ”事務局
へ電話（７４３－８１０１、毎週
火、金曜日）されるか、group-
wa@portnet.ne.jp へメールをお送り
ください。 


無人の丹生神社があり、ここから
播州平野が一目で見渡せる。 
 丹生というから昔はここで丹（水
銀の鉱石、辰砂ともいう）が採れた
のであろう。神功皇后がここで丹を
採ったといわれている。明治以前は
ここに明要寺という大きな寺があっ
た。伝説では百済の王子が仏教を伝
えるため日本にやってきて、明石に
上陸しここに丹生山明要寺を建立し
たという。平安末期に福原遷都を行
った平清盛はこの山を比叡山にな 	 


 帰路は今来た道を戻ってもいい
が、縦走路にしたがって帝釈山まで
行くのも良い。帝釈山から下りたと
ころが４２８号線で、だらだらの下
り道を１時間はど歩くと谷寺口のバ
ス停である。 

連 
 戴 
  ２ 

●１月発行を安易に２月に延ばした
のが浅はかでした。紙面ができて、
さて印刷機の予約をしようと思った
ら、この時期、３年生のレポート印
刷で全然入る余地がないことが分か
り、愕然。でどうしてこれが読者に
届いたかは、ご想像に任せますが、
来年は忙しくても１月発行を守らな
ければと反省しています。 
●制作中の“わ”のホームページに
も本紙を載せることになり、写真が
カラーになる予定です。（サン） 
●情報ぎゃらりーのお手伝いを始め
て今号で３回目になります。情報の
氾濫している昨今、会員方に読んで
貰って、楽しくなるような記事がな
いものか腐心いたしております。次
号の編集には新に７期生が参加する
でしょう。楽しい記事も一緒にこな
いかな。（ＴＳ） 

編集後記  


